








Theatrical representation teaching to  
cultivate the creativity of teacher 
 

























































 1920年代にアメリカの先駆者ウィニフレッド・ウォードは「全人的教育（a whole child）を
ドラマの目的にしたが、1940年代になると「子どもの創造性の育成」を強調した。イギリスの
ピーター・スレイドもまたドラマ教育の目的は「全人的教育」であると強調した。同様にブラ





































































  内 面(ウチ)         外 化(オモテ) 










 ヒートンによると人間関係における自分自身の存在はbody for selfとbody for othersの二つ










































































    この絵の中の人物像や交されている 





































































     ここで、再度インプロで大切な事項 ‟spontaneity：自然な「ひらめき」を大切にす
る”という事項について筆者の経験から内容を深めてみたい。 











「To run…」と言いながら、アクションを始めたらまわりのメンバーは「…or not 




























































































































マ教育入門』図書文化 p.10  pp.13~17 














・ブライアン･ウェイ 岡田 陽／高橋美智訳（1977）『ドラマによる表現教育』玉川大学出版部 
・高尾 隆著（2006）『インプロ教育：即興演劇は創造性を育てるか？』フィルムアート社 
